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「嵐山国有林の取扱に関する意見交換会」について

平成２２年３月１１日

京都大阪森林管理事務所

天龍寺曹源池から見た嵐山国有林
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１．嵐山国有林の概要

（１）概要
• 面積 ：５９．０３ｈａ
• 法令制限：風致保安林（森林

法）、土砂流出防備保安林（同）、
史跡名勝（文化財保護法）、風
致地区（都市計画法）、歴史的
風土特別保存地区（古都保存
法）、鳥獣保護区（鳥獣保護法）

• 機能類型：「森林と人との共生
林（森林空間利用タイプ）」、レク
リエーションの森「嵐山風景林」
に指定。

• 江戸時代までは、大部分が天
龍寺領。「社寺上知令」により官
有地に編入。

嵐山国有林位置図
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（２）変遷

• １３世紀末：亀山上皇が吉野からサクラ数百株を移植。その後も、
天龍寺がサクラやマツを植栽・管理。

• 明治４年：「社寺上知令」により天龍寺領から官有地に編入。

• 大正～昭和初め：保護林、風致保安林、史跡名勝、風致地区に指
定→「禁伐」により、アカマツ衰退、広葉樹林化の兆し。

• 昭和６年：大阪営林局が「嵐山風致施業計画」を樹立。画伐及びマ
ツ・サクラの苗木植栽を計画。

• 昭和３０年代後半：松くい虫被害が顕著に。

• 昭和５７年：「京都市近郊国有林野の取扱いについて」を策定、嵐
山保勝会との共催による「嵐山植林育樹の日」を開始。

• 平成１３年：「世界文化遺産貢献の森林」に設定。

１．嵐山国有林の概要
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１．嵐山国有林の概要

（３）現況

• 北向きの急傾斜斜面が大半を占め、表土の流亡が発生しやすい。

• 節理や風化を受けた箇所が多く、落石の危険性あり。

• 林況は、斜面上部の「アカマツ二次林」、斜面下部の「広葉樹林」、
及び「人工林」の三相化。

• 獣害は、シカによる食害・剥皮、サルによる折損が発生。

• 嵐山の観光客数は増加傾向、渡月橋周辺に集中。

• 昭和２３年度から継続的に治山事業を実施。落石被害は減少。一
部、老朽施設あり。

• 森林法、文化財保護法、都市計画法、古都保存法による重層的な
伐採規制あり。いずれも、立木の伐採には許可等が必要。（択伐
の面積制限はなし。）
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嵐山国有林林相図

スギ・ヒノキ植林地

ケヤキ、エノキ、ヤマザクラ、ウラ
ジロガシなどから成る広葉樹林

アカマツに広葉樹が混生する
二次林

※表土の流亡が顕著
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アカマツ二次林の様子

アカマツの稚樹

（アカマツが枯死、アセビ、ソヨゴ等が侵入）

（尾根付近にはアカマツ稚樹が多数発生）

9

広葉樹林の紅葉

広葉樹林の林内

（急傾斜、下層植生不足、落石多発）

（多様な樹種が混交）
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スギ・ヒノキ植林地の林内

蔵王権現参道のスギ林

11

市道沿いにほぼ間断なく落石防止
柵を設置。

一部施設では、落石が満杯になる
など、補修・新設が必要。
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（１）技術的課題

（ア）植生の変化と植栽木の生育不良

• サクラ、カエデの老齢化が進行、マツ林が衰退。昭和５７年より、サクラや
カエデの植栽を進めてきたが、相当数が枯死。

（イ）獣害の頻発

• シカの個体数増加により、下層植生が消滅。

（ウ）落石被害の防止

• 下層植生の消滅などにより、落石、崩壊の危険性が増大。単なる被害防
止ではなく、植栽基盤の形成も必要。

（エ）観光需要への対応

• 嵐山の観光客数は増加傾向にあるが、渡月橋周辺に集中。林内の歴史
的・文化的資源は潜在的魅力あり。

２．嵐山国有林の課題
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２．嵐山国有林の課題

（２）連携の課題
（ア）地元との意志疎通不足
• 旧土地所有者である天龍寺との関係をはじめ、旅館や飲食店など多数

の関係者あり。地元に対して及び腰。
• 実際は、地元関係者は嵐山の現状に危機感あり。

（イ）施業技術の不足
• 広葉樹植栽技術の不足や獣害に対する認識不足。
• 過去の方針に漫然と従うだけで、植樹行事開催だけが自己目的化。

（ウ）施業規制に対する理解不足
• 多重な法令制限が課せられていることから、必要以上に伐採を抑制。
• 実際は、５００平米までの皆伐可。

→ 地元は嵐山の現状に危機感を抱いているにもかかわらず、年１回の植
樹行事だけでお茶を濁してきた。植樹も、なるべく目立たない場所で、過
度に伐採を抑制。植樹した苗木も枯死するものが多数。
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（１）意見交換会の開催

• 平成２１年６月に、「嵐山国有林の取
扱に関する意見交換会」を設置。翌年
２月まで５回の会合を開催。

– 地元：嵐山保勝会や天龍寺などの
関係者６名、

– 研究：植生、景観、獣害、治山の専
門家４名

– 行政：各種法令規制を所管する京
都府及び京都市の関係者４名（オ
ブザーバー）

• 専門家から、植生、景観、獣害、治山
の４つの観点から見た課題と対策を発
表した上で議論。

• 現地検討会も実施。

３．「嵐山国有林の取扱に関する意見交換会」の開催

意見交換会の模様
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３．「嵐山国有林の取扱に関する意見交換会」の開催

• 議論の結果、「嵐山国有林の今後の取扱方針」をとりまとめ。

（１）景観保全に向けた落葉広葉樹等の植栽・管理

– 光環境を確保した上で、サクラ、カエデの植栽を継続。

– 尾根筋でアカマツ林を保全。

– 地元の協力により、苗木の生育状況を確認

（２）植栽木の確実な保護と個体数管理に向けた条件整備

– 苗木植栽箇所は防鹿柵で確実に保護。

– 個体数管理の実施に向けてデータ収集。

– 森林環境教育等を通じて、シカ対策の重要性への理解を醸成。
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（３）治山事業による荒廃防止と植栽基盤形成

– 落石防止、斜面崩壊防止のための治山事業を実施。

– 土壌の保全により、樹木の植栽基盤を形成。

– 林内の危険性を周知。

– 地元の協力による日常的な巡視。

（４）林内利用の促進に向けた条件整備

– 林内見学会等を積極的に開催。

– 蔵王権現堂への参拝コースを段階的に整備（一般への開放は
将来課題）。

（５）その他

– 小学校を対象とする森林環境教育を実施。

– 平成２２年度以降も意見交換会を継続的に開催。

３．「嵐山国有林の取扱に関する意見交換会」の開催
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平成２２年２月２６日付け京都新聞（朝刊２８面） 平成２２年２月２７日付け毎日新聞（朝刊２４面）
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（意見交換会のポイント）

（ア）地元、研究、行政の三者との連携

→ 地元の「思い」、研究者の「技術」、行政の「権限」を持ち寄って
検討。

（イ）「林学の総合性」を活かした総合的検討

→ 分野別の縦割を超えて、特定箇所における課題を植生、景観、
獣害、治山の４分野から総合的に検討。

（ウ）専門家からの発表による議論の透明性を確保

→ 「結論ありき」の事務局主導ではなく、専門家からの提言を重視。

（エ）継続的な議論の場の設定

→ 単発ではなく、定期的な意見交換を継続することにより、関係者
間における緊張感を維持。

３． 「嵐山国有林の取扱に関する意見交換会」の開催
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地元関係者 研 究 者

行政機関

国有林思い 技術

権限

「国民の森林・国有林」






